
資料4 水中騒音

○予測条件1

○予測条件2

○予測結果



予測条件1

水中騒音の特性

・陸上騒音の影響をほとんど受けない。

・騒音の減衰が少なく、遠くまで到達する。

↓

水中作業の音のみを対象として、検討

最大期間中の
騒音を計算

工事箇所 作業内容 工事日数
横見地区 水中作業

掘削 54日

据え付け 81日

赤池地区 水中作業
掘削 28日

据え付け 53日

備考

各地区の水中騒音最大期間

工期内の水中騒音最大期間

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月



予測条件2

建設機械の稼働台数 

稼働位置 建設機械名 パワーレベル(dB) 台数

バックホウ(0.7m3) 169 2 

クローラクレーン(150t) 181 1 横見工事箇所 

ラフテレーンクレーン(25t) 169 1 

バックホウ(0.7m3) 169 1 

バックホウ(超ロング) 169 1 赤池工事箇所 

ラフテレーンクレーン(25t) 169 1 

 



単位：ｄＢ

工事箇所 予測結果
漁船の

スクリュー音＊
魚類に対する

影響音圧レベル＊

横見地区 137

赤池地区 134

横見地区と赤池地区
   同時稼働

139

＊出典：水中音の魚類に及ぼす影響、（社）日本水産資源保護協会

128～135
145～150

影響範囲25ｍ

予測結果



資料5 水質汚濁（濁り）

○防止膜概要

○防止膜の効果

○設置事例

○SSと濁度の関係



河川

防止膜概要

設置状況（外観） 防止膜

河床掘削 濁り

護岸工事再開 汚濁防止



防止膜の効果

汚濁防止膜の内側と外側の濁度

（出典：太陽工業株式会社）



設置事例

設置状況

(那賀川左岸:中島地点)

防止膜の設置事例

（出典：太陽工業株式会社）

汚濁発生源 水深 流速 カーテン長 

バケット 5.0m 0.05m/s 5.0m 

 

濁

澄



SSと濁度の関係
JR那賀川鉄橋

y = 0.4268x + 1.1346

R2 = 0.7667
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SSと濁度の関係

(出典:那賀川河川事務所、

55試料:2002.4～2005.10)

工事再開に際してのアザラシへの影響 
影響要因 ナカちゃん 

  

影響要素 
現状 水中工事 

タマちゃん 影響予測 

水質 ＳＳ 1～2mg/l 5mg/l 以下 8～13mg/l
予測結果はタマちゃんの

事例を下回っている。 

 



資料6 急激な変化要因

○重機稼動範囲

○急激な変化要因と対応策



重機稼動範囲



急激な変化要因と対応策

水質の濁り

（水中工事）

重機による騒音・振動

（土砂掘削、トラックの搬入）

重機の動き

（クレーンの首振り・吊りおろし）

通常作業

シルトフェンス

対応案

一重 二重

走行速度

20km/h程度 10km/h程度（状況により）

荷下ろしや首振りの速度を
通常よりゆっくりおこなう



資料7 タマちゃんの事例

○タマちゃんの記録



タマちゃんの記録

荒川上流河川事務所HPより

①

⑤

④

③

② ⑥

⑦
13km

15km

H14.8～H16.4（1年8ヶ月間）

36km

30km

3～4km



資料8 まとめ

○行動・休息場所のまとめ

○工事による影響予測のまとめ



行動・休息場所のまとめ

那賀川を含めた広範囲で
生息している可能性

いろいろな河川に
移動していく可能性

行動圏ナカちゃん タマちゃん

那賀川

多摩川

荒川

休息場所

様々な環境で休息可能
（沿岸の砂浜、他の中州）

？



工事による影響予測のまとめ

振動

49dB＜66～79dB

陸上騒音

66dB＜100dB

水の濁り（SS）

5mg/L＜8～13mg/L

ナカちゃん タマちゃん

タマちゃんの事例と比較して下回っていることから、
アザラシの生息可能な範囲内と考えられる

水中騒音

139dB＞130dB


